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は
じ
め
に

　
二
〇
一
〇
年
の
メ
キ
シ
コ
の
人
口
構

成
は
、一
九
歳
以
下
が
全
人
口
の
四
一
・

六
％
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
六
・

三
％
、七
五
歳
以
上
は
二
・
五
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
数
値
だ
け
を
み
れ
ば
、
人
口

の
高
齢
化
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
六
・

四
人
か
ら
、
一
九
八
一
年
四
・
四
人
、

一
九
九
〇
年
三
・
〇
人
、
二
〇
〇
七
年

二
・
一
人
と
急
速
に
低
下
し
、
平
均
寿

命
は
二
〇
一
一
年
の
推
計
で
男
性
七

三
・
六
五
歳
、
女
性
七
九
・
四
三
歳
と

な
っ
て
い
る
。
予
測
に
よ
れ
ば
、
二
〇

五
〇
年
に
は
六
〇
歳
以
上
の
人
口
が
二

五
％
、
七
五
歳
以
上
が
九
％
を
占
め
る

と
い
う
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
、

来
た
る
べ
き
高
齢
化
へ
の
備
え
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
が
強
ま
り
、
二
〇
〇

〇
年
頃
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
首
都
の
連
邦
区
（
隣
接

州
を
含
む
大
都
市
圏
で
は
な
い
狭
義
の

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）
の
高
齢
者
福
祉
政

策
に
焦
点
を
あ
て
る
。
そ
れ
は
、
メ
キ

シ
コ
政
府
が
全
国
の
農
村
部
の
最
貧
層

向
け
の
政
策
を
実
施
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
連
邦
区
政
府
は
資
産
な
ど
に

よ
っ
て
選
別
す
る
こ
と
な
く
、
高
齢
者

全
員
を
対
象
と
し
て
、
現
金
受
給
お
よ

び
高
齢
者
医
療
の
無
料
化
を
行
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

独
自
の
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か

を
、
政
権
政
党
の
理
念
お
よ
び
市
民
運

動
と
の
連
携
か
ら
考
察
し
た
い
。

●
主
要
政
党
の
基
本
理
念

　
は
じ
め
に
メ
キ
シ
コ
の
主
要
政
党
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
一
九
二
九

年
以
来
、
政
治
を
支
配
し
て
き
た
の
は

Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
制
度
的
革
命
党
）
で
あ
っ
た
。

Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
大
衆
組
織
（
労
働
団
体
、
農

民
団
体
、
公
務
員
・
教
員
団
体
）
を
党

内
に
組
み
込
み
、
党
主
導
の
開
発
政
策

と
実
利
分
配
政
策
を
実
施
し
、
国
民
の

支
持
を
集
め
て
き
た
。
し
か
し
一
九
八

二
年
の
債
務
危
機
以
降
、
国
際
通
貨
基

金
の
よ
う
な
国
際
機
関
の
指
導
の
も
と

で
、
緊
縮
政
策
、
新
自
由
主
義
的
政
策

へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
苦
し
い
生
活
を
迫
ら
れ
た
国
民

の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
離
れ
が
加
速
し
、
そ
れ
と
あ

い
ま
っ
て
、
八
〇
年
代
末
に
は
左
派
勢

力
と
民
主
化
勢
力
を
結
集
し
た
Ｐ
Ｒ
Ｄ

（
民
主
革
命
党
）
と
、
中
道
右
派
勢
力

で
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
国
民
行
動
党
）
が
支

持
を
の
ば
し
た
。
近
年
の
選
挙
は
Ｐ
Ｒ

Ｉ
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
の
間
で
争
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
の
大
統

領
選
挙
で
は
Ｐ
Ａ
Ｎ
候
補
の
フ
ォ
ッ
ク

ス
が
勝
利
し
、
七
一
年
ぶ
り
の
政
権
交

替
を
果
た
し
た
。
一
方
首
都
で
は
、
連

邦
区
長
官
の
選
出
が
大
統
領
指
名
か
ら

住
民
の
直
接
選
挙
へ
と
移
行
し
た
一
九

九
七
年
以
来
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
が
政
権
政
党
の

座
を
占
め
て
い
る
。

　
一
九
三
九
年
結
党
の
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
長
き

に
わ
た
り
野
党
第
一
党
で
あ
っ
た
。
工

業
化
の
進
ん
だ
北
部
地
域
を
支
持
基
盤

と
し
、
企
業
家
団
体
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
と
も
緊
密
な
関
係
に
あ
る
。
基

本
原
則
は
個
人
の
尊
厳
、
共
通
善
、
連

帯
そ
し
て
扶
助
で
あ
る
が
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
政

権
は
Ｐ
Ｒ
Ｉ
前
政
権
の
政
策
を
ほ
ぼ
踏

襲
し
て
、
市
場
・
競
争
・
効
率
性
を
重

視
す
る
新
自
由
主
義
に
も
と
づ
い
た
政

策
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
は
自
由
市

場
経
済
を
是
認
し
つ
つ
も
、
経
済
お
よ

び
社
会
政
策
に
お
け
る
国
家
の
役
割
を

重
視
し
、
再
分
配
に
よ
る
平
等
の
実
現

を
主
要
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
Ｐ

Ｒ
Ｄ
は
左
派
勢
力
と
民
主
化
勢
力
を
結

集
し
て
一
九
八
九
年
に
発
足
し
た
新
し

い
政
党
で
あ
り
、
市
民
団
体
な
ど
と
の

関
係
が
強
い
。
Ｐ
Ｒ
Ｄ
は
一
九
八
八
年

（
国
民
民
主
戦
線
と
し
て
候
補
者
を
擁

立
）、
一
九
九
四
年
、
二
〇
〇
〇
年
の

大
統
領
選
挙
で
の
惜
敗
に
続
い
て
、
二

〇
〇
六
年
選
挙
で
も
、
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ

ラ
ド
ー
ル
候
補
の
健
闘
か
な
わ
ず
、
Ｐ

Ａ
Ｎ
候
補
の
Ｆ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
に
〇
・

五
八
％
の
僅
差
で
敗
れ
た
。
両
党
が
制

し
た
地
域
は
Ｐ
Ａ
Ｎ
一
六
州
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ

一
五
州
お
よ
び
連
邦
区
と
拮
抗
し
、
全

国
を
二
分
し
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｄ
の
牙
城
と
も

い
う
べ
き
地
域
が
本
稿
で
と
り
あ
げ
る

連
邦
区
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
の
高
齢
者
福
祉
政
策

―
首
都
・
連
邦
区
に
お
け
る
独
自
の
試
み
―

畑
　
惠
子
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● 

メ
キ
シ
コ
の
高
齢
者
の
特
徴
と

問
題

　
メ
キ
シ
コ
で
は
法
的
に
六
〇
歳
以
上

が
高
齢
者
と
さ
れ
る
。
し
か
し
肉
体
的

に
問
題
を
か
か
え
、
日
常
生
活
に
支
障

が
生
じ
始
め
る
の
は
一
般
的
に
七
〇
代

後
半
で
あ
る
。
一
括
し
て
「
高
齢
者
」

と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
年
齢

層
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
ま
ず
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
所

得
源
で
あ
る
が
、
年
金
受
給
の
比
率
が

二
〇
％
強
と
低
く
、
家
族
支
援
の
比
率

が
五
三
％
と
高
い
。
メ
キ
シ
コ
の
社
会

保
障
制
度
は
組
織
労
働
者
を
対
象
と
し

て
整
備
さ
れ
、
民
間
組
織
労
働
者
が
加

入
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
（
メ
キ
シ
コ
社
会
保

険
公
社
）
と
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
（
国
家
公

務
員
社
会
保
障
公
社
）
を
二
つ
の
柱
と

し
、
主
に
年
金
と
医
療
保
険
を
扱
っ
て

き
た
。
加
入
者
は
人
口
の
六
割
に
と
ど

ま
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
（
路
上

販
売
・
零
細
な
自
営
業
等
）、
農
業
に

従
事
す
る
人
々
は
制
度
そ
の
も
の
か
ら

排
除
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ

年
金
受
給
の
た
め
に
は
、
最
低
五
〇
〇

週
（
一
九
九
七
年
の
改
革
後
は
一
二
五

〇
週
）
の
拠
出
が
必
要
と
な
る
。
年
金

受
給
者
が
少
な
い
の
は
こ
の
よ
う
な
理

由
に
よ
る
。

　
年
金
受
給
額
は
一
九
九
七
年
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
年
金
で
平
均
月
額
が
連

邦
区
最
低
賃
金
の
一
・
二
四
倍
、
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
年
金
は
二
・
四
倍
で
あ
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
で
は
生
計
を
維
持
す
る
に
は

最
低
賃
金
の
二
倍
が
必
要
と
い
わ
れ
て

い
る
。年
金
の
な
い
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、

た
と
え
受
給
し
て
い
て
も
、
と
く
に
Ｉ

Ｍ
Ｓ
Ｓ
年
金
の
場
合
に
は
、
家
族
の
経

済
支
援
や
高
齢
者
自
身
の
就
労
に
よ
る

補
填
が
必
要
と
な
る
。
実
際
に
、
高
齢

者
の
就
労
比
率
は
農
業
部
門
お
よ
び
都

市
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
を
中
心
に
高

く
、
七
〇
歳
代
で
も
男
性
で
は
約
半
数

が
な
ん
ら
か
の
労
働
に
従
事
し
て
い

る
。
だ
が
所
得
は
低
い
。
す
な
わ
ち
、

メ
キ
シ
コ
で
は
多
く
の
高
齢
者
に
と
っ

て
家
族
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
高
齢
者
の
居

住
形
態
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
二
〇

〇
〇
年
に
高
齢
者
の
い
る
世
帯
が
全
世

帯
数
の
二
三
・
三
％
を
占
め
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
は
わ
ず
か
五
・
四
％
で

あ
っ
た
。
高
齢
者
は
子
ど
も
な
ど
と
同

居
す
る
の
が
一
般
的
な
の
で
あ
る
。

　
メ
キ
シ
コ
で
は
ま
だ
家
族
主
義
が
機

能
し
、
高
齢
者
は
家
族
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
核
家
族
化
や
移
住
・

移
動
な
ど
に
よ
っ
て
家
族
が
変
容
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
伝
統
的

規
範
に
も
と
づ
く
家
族
福
祉
の
継
続
を

期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ゆ
え
に
、

高
齢
者
所
得
の
公
的
な
保
障
が
、
喫
緊

の
政
策
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

●
メ
キ
シ
コ
政
府
の
高
齢
者
政
策

　
二
〇
〇
二
年
の
高
齢
化
世
界
会
議
を

機
に
、
メ
キ
シ
コ
で
も
Ｐ
Ａ
Ｎ
政
権
に

よ
っ
て
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。ま
ず
、

高
齢
者
権
利
法
が
同
年
六
月
に
公
布
さ

れ
、高
齢
者
問
題
の
統
括
機
関
と
し
て
、

高
齢
者
の
総
合
的
人
間
開
発
を
目
標
と

す
る
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｍ
（
国
家
高
齢
者

機
構
）
が
設
置
さ
れ
た
。

　
加
え
て
貧
困
高
齢
者
政
策
も
始
ま
っ

た
。
高
齢
者
の
多
く
が
安
定
し
た
収
入

源
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
実
に
照

ら
せ
ば
、
経
済
的
支
援
策
は
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
高
齢
者
に
対
し
て
も
、

対
象
を
最
貧
層
に
絞
り
、
少
な
い
資
源

の
効
率
化
を
図
る
と
い
う
近
年
の
メ
キ

シ
コ
の
福
祉
政
策
の
枠
組
み
が
適
用
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
居
住
地
域
、
貧
困

レ
ベ
ル
な
ど
で
受
益
者
が
厳
密
に
選
別

さ
れ
る
結
果
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

て
も
緊
急
性
が
低
い
と
み
な
さ
れ
た
多

く
の
高
齢
者
が
、
政
策
の
対
象
外
に
お

か
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
以
下
の
三
つ
の
政
策
が

あ
る
。

・
農
村
地
区
高
齢
者
支
援
計
画
―
二

〇
〇
三
年
末
開
始
。
人
口
二
五
〇

〇
人
以
下
の
開
発
の
遅
れ
た
地
区

に
居
住
し
、
食
料
レ
ベ
ル
で
の
貧

困
状
態
に
あ
る
最
貧
の
六
〇
歳
以

上
に
、
年
額
二
一
〇
〇
ペ
ソ
（
月

額
一
七
五
ペ
ソ
）
を
給
付
。

・「
オ
ポ
ル
ト
ゥ
ニ
ダ
計
画
」
高
齢

者
支
援
―
二
〇
〇
六
年
開
始
。
総

合
的
な
最
貧
層
支
援
計
画
の
対
象

家
族
の
構
成
員
で
あ
る
七
〇
歳
以

上
の
高
齢
者
に
、
月
額
二
五
〇
ペ

ソ
を
給
付
。

・
農
村
地
区
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者

支
援
計
画
―
二
〇
〇
七
年
一
月
開

始
。
人
口
二
五
〇
〇
人
以
下
の
村

に
居
住
す
る
高
齢
者
に
、
月
額
五

〇
〇
ペ
ソ
を
給
付
。

　
こ
れ
ら
の
重
複
受
給
は
で
き
ず
、
有

資
格
者
は
ど
れ
か
ひ
と
つ
を
選
ぶ
こ
と

に
な
る
。
Ｐ
Ａ
Ｎ
政
権
に
な
っ
て
わ
ず

か
七
年
間
に
、
類
似
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
三
つ
並
存
す
る
と
い
う
状
況
が
出
現

し
た
背
景
に
は
、
選
挙
に
お
け
る
農
村

部
で
の
支
持
獲
得
の
狙
い
が
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
。
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇

六
年
は
国
政
選
挙
の
年
で
あ
り
、
し
か

も
二
〇
〇
六
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、

Ｐ
Ｒ
Ｄ
候
補
の
ロ
ペ
ス
・
オ
ブ
ラ
ド
ー

ル
が
、
連
邦
区
長
官
時
代
に
実
施
し
高

い
評
価
を
得
て
い
た
非
拠
出
型
年
金
制

度
を
、
全
国
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
公

約
に
掲
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

● 

連
邦
区
の
高
齢
者
政
策
―
食
料

年
金
と
医
療
の
無
料
化

　
つ
ぎ
に
連
邦
区
の
政
策
を
み
て
み
よ

う
。メ
キ
シ
コ
政
府
よ
り
も
二
年
早
く
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
に
連
邦
区
高
齢
者
権

17
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利
法
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
二

月
に
高
齢
者
食
料
支
援
、
無
料
医
療

サ
ー
ビ
ス
・
医
薬
品
計
画
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
趣
旨
は
、「
連
邦
区
政
府
は
尊
厳

あ
る
、
安
心
で
き
る
生
活
が
保
障
さ
れ

る
権
利
お
よ
び
福
祉
国
家
の
制
度
の
構

築
を
目
標
と
し
て
定
め
た
。
…
福
祉
国

家
の
基
本
的
権
利
と
し
て
、
市
民
の
普

遍
的
年
金
の
確
立
を
決
定
す
る
」（
参

考
文
献
④
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
は
、
連
邦
区
保
健
局
の
管

轄
の
も
と
で
、
高
齢
者
に
月
額
六
〇
〇

ペ
ソ
を
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
で
給
付
す

る
と
と
も
に
、
二
一
一
カ
所
の
医
療
セ

ン
タ
ー
で
の
無
料
診
療
や
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
へ
の
参
加
を
保
障
す
る
も
の
で
あ

る
。
給
付
要
件
は
、
当
初
、
①
七
〇
歳

以
上
、
②
連
邦
区
に
直
近
三
年
間
居
住
、

③
貧
困
地
区
に
居
住
、
の
三
つ
で
あ
っ
た

が
、二
〇
〇
三
年
末
に
③
は
外
さ
れ
た
。

　
受
給
者
は
指
定
さ
れ
た
店
舗
に
お
い

て
、
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
で
基
礎
食
料

と
医
薬
品
の
み
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

①
管
理
コ
ス
ト
が
安
く
不
正
使
用
リ
ス

ク
が
低
い
こ
と
、
②
嗜
好
品
の
購
入
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
納
税
者
に

受
け
入
れ
や
す
い
こ
と
、
③
高
齢
者
自

身
の
た
め
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、な
ど
が
あ
る
。ま
た
連
邦
区
の
ケ
ー

ス
で
は
、
受
給
資
格
を
七
〇
歳
以
上
に

制
限
し
、
受
給
金
額
を
低
く
設
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
抑
え
、
新
た

な
課
税
を
伴
わ
な
か
っ
た
点
も
評
価
さ

れ
て
い
る
。
所
得
制
限
が
な
い
こ
と
へ

の
批
判
に
対
し
て
は
、
全
員
給
付
に
し

た
こ
と
で
選
別
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
む

し
ろ
節
約
さ
れ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る

（
参
考
文
献
⑥
）。

　
最
低
賃
金
の
半
額
（
月
額
六
五
〜
七

〇
ド
ル
）
で
生
活
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
連
邦
区
の
高
齢
者
の
平
均
収
入
が

最
低
賃
金
水
準
で
あ
り
、
多
く
が
家
族
・

親
族
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す

る
と
、
そ
れ
な
り
の
所
得
補
填
に
は
な

る
。
ま
た
無
料
で
医
療
お
よ
び
公
共
交

通
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
る
。
ゆ
え

に
一
連
の
政
策
は
、
高
齢
者
本
人
だ
け

で
な
く
、
高
齢
者
が
同
居
す
る
世
帯
の

家
計
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
連
邦
区
で
こ
の
よ
う
な

独
自
の
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？

　
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
首
都
に
は
、
メ

キ
シ
コ
政
府
の
政
策
が
対
象
と
す
る
農

村
部
最
貧
層
と
は
異
な
っ
た
、
都
市
型

の
貧
困
問
題
が
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
大
き
な
財
源
を
も
つ
連
邦
区

だ
か
ら
こ
そ
、
高
齢
者
全
員
を
対
象
と

す
る
現
金
給
付
が
可
能
で
あ
る
と
も
い

え
よ
う
。
だ
が
、
よ
り
直
接
的
な
要
因

は
福
祉
国
家
を
目
指
す
Ｐ
Ｒ
Ｄ
の
政
策

理
念
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
Ｄ
と
市
民
運
動
と
の

連
携
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

●
Ｐ
Ｒ
Ｄ
の
社
会
政
策
理
念

　
Ｐ
Ｒ
Ｄ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
基
本

原
則
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、

以
下
の
四
点
で
あ
る
。
第
一
に
、貧
困
、

搾
取
、
抑
圧
、
差
別
お
よ
び
不
正
に
苦

し
む
人
々
の
側
に
た
つ
こ
と
、第
二
に
、

人
道
主
義
と
人
権
、
批
判
的
考
え
方
、

民
主
的
約
束
、
社
会
的
使
命
に
基
づ
く

倫
理
的
・
平
等
主
義
的
政
策
の
策
定
に

寄
与
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
富
の
よ
り

公
正
な
分
配
、
全
国
民
の
開
発
・
正
義
・

安
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
完
全
な
政
治
的

民
主
主
義
を
伴
っ
た
平
等
に
よ
っ
て
社

会
、
経
済
、
国
家
の
変
革
を
目
指
す
こ

と
、
そ
し
て
第
四
に
、
基
本
的
人
権
・

社
会
的
原
則
―
全
て
の
メ
キ
シ
コ
人
が

有
す
る
、
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て
死
ん

で
い
く
諸
権
利
―
を
擁
護
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、民
主
主
義
と
は
民
主
的
、

市
民
的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
、連
帯
的
な
権
利
の
み
な
ら
ず
、

生
活
の
あ
り
方
を
も
含
む
広
い
概
念
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
党
行
動
計
画
原
則
に
は
、
人

権
が
基
本
的
普
遍
主
義
に
よ
っ
て
守
ら

れ
る
べ
き
こ
と
、
尊
厳
あ
る
生
活
に
ア

ク
セ
ス
す
る
た
め
の
必
要
最
小
限
を
全

国
民
に
保
障
す
る
こ
と
、
そ
し
て
高
齢

者
に
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
最
低
限
の

所
得
、
年
金
（
拠
出
型
・
非
拠
出
型
）

な
ど
と
、
医
療
お
よ
び
開
発
へ
の
参
加

の
権
利
が
、
公
共
政
策
を
と
お
し
て
国

家
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｒ
の
理
念
を
ま
と
め
れ
ば
、
い

わ
ゆ
る
市
民
権
や
、
労
働
・
余
暇
・
退

職
、
衣
食
住
、
教
育
な
ど
の
権
利
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
享
受
す
べ
き
権
利
で

あ
り
、
そ
の
実
現
こ
そ
が
国
家
に
と
っ

て
最
優
先
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
広
義

の
民
主
主
義
の
実
現
そ
の
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
平
等
・
公
正
・
連
帯
に
重
き
を
お
く

Ｐ
Ｒ
Ｄ
は
、
政
府
与
党
の
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
は

対
極
に
位
置
す
る
。
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
考
え
方

は
、「
社
会
保
障
の
領
域
で
の
責
任
は

市
民
お
よ
び
市
場
に
あ
り
、
国
家
の
責

任
は
唯
一
最
貧
層
へ
の
対
応
に
あ
る
」

（
参
考
文
献
②
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

Ｐ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
、
社
会
政
策
と
は
競

争
・
効
率
化
に
も
と
づ
く
経
済
成
長
に

よ
っ
て
国
民
に
安あ

ん

寧ね
い

を
保
障
す
る
こ
と

で
あ
り
、
貧
困
層
向
け
の
保
護
政
策
は

こ
の
枠
組
み
の
外
側
に
あ
る
残
余
カ
テ

ゴ
リ
ー
な
の
で
あ
る
。

●
市
民
運
動
と
の
連
携

　
連
邦
区
の
政
策
提
言
・
実
施
の
背
景

に
は
、
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
（
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
社
会
医
学
連
合
）
メ
キ
シ
コ
支
部

の
存
在
が
あ
る
。
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
は
、

西
欧
諸
国
で
一
九
世
紀
半
ば
に
起
こ
っ

た
社
会
医
学
運
動
が
、
一
九
五
〇
〜
六

〇
年
代
か
ら
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
で
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も
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
運
動
の
中
心

的
組
織
と
し
て
一
九
八
四
年
に
結
成
さ

れ
た
。
そ
れ
は
保
健
・
医
療
専
門
家
、

研
究
者
、
学
生
、
市
民
組
織
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
、
生
命
に
関
わ
る
全
領
域
で

の
よ
り
大
き
な
平
等
、
権
利
と
し
て
の

健
康
、
国
家
が
市
民
と
と
も
に
市
民
の

た
め
に
果
た
す
べ
き
義
務
、
と
い
う
三

つ
を
基
本
原
則
に
掲
げ
て
、
人
権
と
し

て
の
健
康
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
き
た
（
参
考
文
献
①
）。

一
九
八
七
年
に
発
足
し
た
メ
キ
シ
コ
支

部
の
規
定
に
も
、
健
康
は
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
、
そ
し
て
政
府
が
義
務
を
負
う

べ
き
基
本
的
人
権
・
社
会
権
で
あ
る
、

と
い
う
認
識
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｍ
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
社
会

医
学
）
運
動
は
、
学
術
的
調
査
に
も
と

づ
い
て
対
抗
的
公
共
政
策
を
策
定
・
実

施
し
、
最
終
的
に
は
社
会
変
革
を
目
指

す
。
そ
の
関
心
は
八
〇
年
代
に
は
経
済

危
機
と
貧
困
・
健
康
の
関
係
、
民
主
化

に
、
九
〇
年
代
に
は
世
界
銀
行
が
提
唱

す
る
医
療
改
革
へ
の
批
判
と
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
な
政
策
の
提
言
に
向
け
ら
れ
た

（
参
考
文
献
⑤
）。
メ
キ
シ
コ
で
の
活
動

の
中
心
的
人
物
の
一
人
が
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
生
ま
れ
の
首
都
圏
自
治
大
学
教

員
、
ア
サ
・
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
・
ラ
ウ
レ

ル
医
学
博
士
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｐ
Ｒ
Ｄ

党
員
で
も
あ
る
彼
女
が
、
連
邦
区
の
高

齢
者
政
策
を
管
轄
す
る
保
健
局
局
長
に

就
任
し
、
政
策
遂
行
に
あ
た
っ
た
。
ラ

ウ
レ
ル
自
身
が
、「
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
影
響
が

連
邦
区
政
府
の
政
策
の
基
底
に
あ
る
価

値
観
・
原
理
に
み
ら
れ
る
」（
参
考
文

献
③
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

運
動
が
政
策
を
支
え
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

　
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
主
た
る
関
心
は
保
健
・

医
療
に
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
の
関
心
は
社
会

政
策
全
般
に
及
ぶ
が
、
両
者
は
と
も
に

一
定
水
準
の
生
活
を
基
本
的
人
権
・
社

会
権
と
し
て
捉
え
、
そ
の
保
障
の
責
務

を
国
家
・
政
府
が
負
う
と
い
う
考
え
を

共
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
者
と
も
に

自
ら
の
理
念
と
姿
勢
を
新
自
由
主
義
と

い
う
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
抗
的

な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
連
邦
区
の
政
策

と
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
接
点
を
、
こ
の
よ
う
な

理
念
の
共
通
性
と
ラ
ウ
レ
ル
と
い
う
人

物
に
し
か
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
の
民
主

化
が
進
む
過
程
で
、
Ｐ
Ｒ
Ｄ
と
い
う
新

し
い
政
党
が
支
持
を
の
ば
し
、
市
民
運

動
で
あ
る
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｍ
と
連
携
す
る
と
い

う
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
政
治
環
境
の
な

か
で
、
連
邦
区
の
高
齢
者
政
策
が
策
定
・

実
施
に
至
っ
た
と
結
論
づ
け
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

（
は
た

　
け
い
こ
／
早
稲
田
大
学
社
会
科

学
総
合
学
術
院

　
教
授
）

《
参
考
文
献
》

① ALA
M
ES [2008] Revista de la 

Facultad de Salud Pública y 
N
utrición

 9
(2

), abril-jun
io 

http://w
w
w
.respyn.uanl.m

x/
ix/2/enlace/alam

es.htm

（
二
〇

〇
九
年
一
二
月
二
二
日
ア
ク
セ
ス
）.

② Constantino Toro, M
ario, y 

R
afael Loyola D

íaz [1
9
9
6
] 

"P
o
lític

a
s so

c
ia

le
s: la 

perspectiva de los partidos" en 
Rosalba Casas , y H

. Castillo B. 
et al. Las políticas sociales de 
M
éxico en los años noventa 

M
éxico, D

.F.: U
N
A
M
, FLACSO

, 
Plaza y Valdés. pp.285-303.

③ Laurell, A
sa Cristina [2003] 

"W
hat D

oes Latin A
m
erican 

Social M
edicine D

o W
hen It 

G
overns ?: The C

ase of the 
M

exico C
ity G

overn
m
en

t." 
A
m
erican Journal of Public 

H
ealth 93(12), decem

ber, pp. 
2028-2031.

④ Secretaría de Salud del D
istrito 

Federal [2001] "Program
a de 

apoyo alim
entario, atención 

m
é
d
ica

 y
 m

e
d
ica

m
e
n
to 

gratuitos para adultos m
ayores 

de 70 años, residentes en el 
D
istrito Federal" Gaceta Oficial 

del Distrito Federal N
o. 15, 6 de 

febrero, pp.3-6.

⑤ Tajer, D
ébora [2

003
] "Latin 

A
m
erican Social M

edicine: 
Roots, D

evelopm
ent during the 

1
9
9
0
s
, 

a
n
d
 
C
u
r
r
e
n
t 

Challenges." Am
erican Journal 

of P
u
b
lic H

ea
lth

 9
3
(1

2
), 

decem
ber, pp.2023-2027.

⑥ W
illm

o
re, L

arry
 [2

0
0
6
] 

"U
n
iversal P

en
sio

n
s fo

r 
D
eveloping Countries." W

orld 
Developm

ent 35(1), pp.24-51.

19

メキシコの高齢者福祉政策―首都・連邦区における独自の試み―

アジ研ワールド・トレンドNo.188 （2011. 5）


